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前年度に引き続き、モルビリウイルス属の膜融合タンパク質についてクライオ電子顕微鏡による構

造解析を試みた。細胞への進入時に膜融合を触媒する膜融合タンパク質は、その過程の前後で構造を

大きく変化させる。この詳細な構造を解析するために、膜融合タンパク質の細胞外ドメインを組換え

タンパク質として哺乳動物細胞で分泌発現させ、アフィニティーおよびゲル濾過クロマトグラフィー

により高純度に精製した。これをクライオ電子顕微鏡で撮影、構造解析したところ、膜融合前の構造に

ついては 2.8Åの高分解能で、さらに膜融合後の構造についても約 8.6Åで三次元構築することができ

た。今後は精密化を進めるとともに、膜融合後の構造をより高分解能で決定するために測定条件を検

討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


